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日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法．学会見聞記，関連学会案内，書評等どの 

ような内容でも 結構ですので ，是非事務局にお 寄せ下さ       



  

  

  

一 妥協も 斬新 ス 睾ゃ ニ 手 ; しい 賈蔑運 像 

あ なたが評価するのは 柔軟な対応 極めてユニークなスキャニンバ 法 蛍光の 4ch 、 同時取得、 各ピンホー 

力 ですか ? それとも最高のテクノ を採用、 スキヤニンバエリアの 設 ルは コンピュータコントロール さ 

ロジ 一でしょうか ? 定も自由自在。 従って 、 思いのま れ、 2,048X2,048 ピクセルの 高精 

は M5l0 は、 その全てを備えてい まの不定形のスキヤ ン が可能です。 細 スキャン、 4Xl2hit の 高 分解能 

ます。 全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま をはじめとして、 積算、 オーバワン 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い って、 試料情報を余すところ 甘く フリンバ、 フォトンカウンティン グ 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 表現します。 など、 ほ M5l0 の諸機能は 、 全て研 

群の操作性、 コンパクトで 交換 容 かつて、 顕微鏡に抱かれていた 様々 究 者への奉仕にあ ります。 

男 なスキヤニンバモジュールなど。 は 期待が、 今ここに実現します。 

徹底した妥協を 許さない物作りの 

精神が、 ここにあ りま或 

ドイッ 、 ッ アイスダルーフ 
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大会準備委員長 安 部 ヒ具 

今回の大会は、 発生生物学会の 発足以来 3 回目の「 10 年目の反省」の 年 という節目の 時 

に 熊本で開かせていただき、 我々にとって 光栄であ り、 意義深いものであ りました。 

今回は有能な 実行委員会のメンバ 一に恵まれたため、 また、 寄付を集めて 回るという骨 

の折れることをする 必要もなかったため、 私自身は比較的楽であ りました。 しかし、 3 日 

目の ワークショップが 終わった途端、 それまでぴんと 張っていた背中が 丸くなり、 「肩の 

荷が降りる」というのを 実感いたしました。 

演題数も一昨年の 京都が 268 題、 昨年の筑波が 292 題と増え、 今年は 311 題と 300 の大台 

を 突破しました 0 参加者も年々 右 の人が増えている 23 に 居 、 いますし、 まだまだ、 発生生 

物学会は若 い 学会として伸び 盛りであ るという感を 深く致しました 0 、 演題数が増えること 

は大変喜ばしいことですが、 反面、 プロバラム編成の 難しさが増してきます。 今回ワーク 

、 ン コップを 1 日目と 3 日目に行ったのですが、 ワークショップはやはり 大会前日と 1 日目 

の方が良かったかな、 と思います。 3 日目の夕方には 大部分の方がお 帰りになるので、 出 

席者の数がかなり 少なくなったのではないかと 思います。 最終日は、 飛行機の最終 便 のこ 

とをもっと考慮に 入れるべきでした。 

今回は、 シンポジウムをⅢ 牛と ワークショップを 4 件行いました。 ワークショップは、 

2 件はタイトルを 公募、 2 件をこちらでタイトルだ け 「神経」と「生殖」と 決めて、 公募 

しました。 「神経」と「生殖」には 多数応募があ り、 その中から 4 題ずつ選ばせていただ 

きました。 こういうのは 始めての試みでしたが、 タイトルを決めて 演題を公募すると、 統 

一性を取るのが 難しいと感じました。 

会計的には、 学会本部から 大会援助費を 増額していただきましたし、 熊本は会場費など 

比較的安いので 楽でした。 また、 広告、 賛助費も江口吾朗 熊 大学長の御努力のおかげで、 

W0 社から頂きました。 この場で厚く 御礼申し上げます。 その分、 学生会員の参加費、 懇親 

会費を安くする 措置を取ることができました。 

これは毎年のことでしょうが、 事前申し込みをしない 人が多 い ため、 正確な予算案を 立 

てることができませんでした。 そのため、 各 係の方にかなり 無理をした計画をお 願いした 

よ うに思われます。 学会 1 月前 ( 数週間 ) でもよいから、 できるだけ正確な 参加人数がわ 

かれば収入の 総額も予測でき、 それに見合った 運営ができるはずです。 E メールででも 参 

加意思を確認するようなシステムを 作り上げたほうがよいと は 、 われます。 

今後とも、 大会開催校の 負担が軽くなる 方向で、 なおかつ活発な 学問的議論が 行われる 

ような大会になるよう 会員が知恵を 出し合い、 協力されることを 望みます。 
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大   懇 

お茶の水女子大学，理学部，生物学教室 千 葉 和 義 

今年の発生生物学会では、 例年と同様にレベルの 高い発表と、 活発な討論を 楽まぜてい 

ただきました。 また配慮の行き 届いた運営の 裏 には、 大会準備委員会皆様の 十分なご準備 

とご尽力があ ったことと、 推察いたします。 本当にあ りがとうございました。 

ただ一つ気がかりなこととして、 懇親会に学生の 人があ まり参加してなかったことがあ 

ります。 統計をとったわけではないのですが、 年々減っているように 感じます。 確かに懇 

親会に参加するしないは 自由なのですが、 各層がまんべれなく 集まるようになればと 思う 

わけです。 

2 、 3 人に聞いてみたところ、 懇親会代が高いという 意見があ りました。 それならば、 例 

えば 500 円程度に懇親会代を 押さえて、 軽 い ものにすると 高 3 手があ るかもしれません。 

どのみち懇親会の 後、 二次会に行く 人も多いわけですから、 おいしいものは 二次会でとい 

ぅ わけです。 

懇親会会場で、 このことについて 次回大会委員長の 団まりな先生にお 話ししたところ、 

なんらかの対応策を 考えていらっしやるようでした。 もしも学生の 人が 、 ンマ イで 跨曙 して 

いるようでしたら、 来年は先生万からも、 誘っていただくのはいかがでしょうか。 

生 の 

十全 オ文 ヰ早 言 己 

熊本といえば 噴煙止まない 雄々しい阿蘇、 馬刺、 高菜漬け、             だが、 私にとっては 

何と言っても、 臨海実習で行った 天草での楽しい 思い出が忘れろない。 もう 15 年ほど前の 

ことだが、 4 次元で変化していく 発生現象の複雑さにただ 戸惑い、 どう理解したらいいの 

か皆目分からなかったあ の頃 を雨の向こうに 思い出しながら 今大会に参加した。 

一般演題は口演発表 126 題、 ポスタ一発表 178 題でどちらも 盛況だったと 思うが、 大会を 

研究発表・討論の 場として実感したのは、 皆さん ( 一応私も含めて ) があ れこれと突っ 込 

んで活発にディスカッション ，情報交換する 声が響いていたポスタ 一会場だった。 ポスタ 
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一発表では時間をそれほど 気にする必要がなく、 また、 背景，データ・ 考察が目の双に 存 

在し続けているので、 じっくりと考えてディスカッションすることができる。 さらに、 会 

場をつらつらと 流し見している 間に、 自分の研究に 直接関係なくても 面白いと思う 発表に 

出くわすことだってあ るし、 そこでのディスカッションによって 多少なりとも 視野を広 @7, 

ることもできるであ ろう。 大会を単なる 挨拶の場や情報の 一方的な垂れ 流しの場ではなく、 

すべての参加者にとって 有意義で、 かつ、 活発な研究発表，討論の 場として維持するため 

に 、 できれば一般演題のすべてをポスタ 一発表にしてはどうかと 感じた。 そして、 今大会 

のポスタ一発表は 約 45 演題ずつに分けられ、 説明時間が 45 分であ ったが、 せめて昨年並み 

( 約 60 演題ずつの 90 分 ) の人口密度と 時間を確保した 方がいいのではないだろうか。 それ 

くらいのゆとりが 無ければ、 折角のポスタ 一発表がもったいない 気がする。 

ポスタ一発表には 上記のような 利点の他に 、 多くの研究者が 参加する現代の 大会では 特 

別の価値があ る よう に は、 う 。 というのは、 もはや口演発表に、 各研究者の個性や 物の見 

方・考え方までが 表出した発表・ディスカッションを 求めるには無理があ る。 現代の発生 

生物学のテキストには 移りゆく個体・ 器官・組織の 姿に潜んでいる 分子レベルのからくり 

ほ ついてこれでもかこれでもかというほどに 書かれており、 もう新しい見方・ 自分なりの 

見方はできないんじゃないかと 思ってしまい、 分かっていないことは 何なのかが分からな 

いほどであ る。 しかし、 増殖もすれば 死にもし、 情報を発信もすれば 蓄え加工して 受信も 

し 、 また、 一寸先の姿は 今の姿にあ らず、 さっきまで居たはずなのにもう 居ないというよ 

うなまるで忍者のごとき 細胞や細胞 外 マトリックスが 集まってできている 組織が、 さらに 

別の組織と相互作用しながら 形と機能を変えていく 現象を扱う発生生物学はまさに 複雑系 

0 科学の見本市であ る。 現代のアプローチは 多くの成果をもたらしてはいるが、 やはりひ 

とっの見方に 過ぎない。 折しも今大会は 10 年を節目とする 発生生物学会の 新たなスタート 

の 大会であ った。 阿蘇や天草の 楽しみ方、 眺め方が人それぞれであ る よう に、 発生という 

現象もそれぞれの 個 ，性的な目で 観て、 個性のぶつかりあ う大会になってほしい。 
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浅 島 誠 ( 検討会委員長 ) ( 東大・ 院 ・総合・生命 ) 

5 月 29 日、 第 30 回日本発生生物学会 ( 熊本大会 ) で 3 回目の 10 年目の反省について 総会 

がなされた。 岡田 益吉 会長もこの点について 述べられた。 これは発生生物学会ができた 当 

時から、 10 年目ごとに反省の 総括を行って、 「学会として activity や acade 而 c な 存在感がな 

くなった場合には 解放もやむを 得ない」という 創立時の規約の 元に 30 回目にあ たる今年が 

第 3 回目の年となった。 この総会での「 10 年目の反省」に 向けて、 一年前から学会関係者 

(25 名 ) の方々に色々なご 意見をいただき、 そのたたき台を「 Circula Ⅱ」 N0.88 (1997 年 12 

月号 ) に特集を組んで 掲載した。 その内容は実に 多角的に日本発生生物学会に 対して、 芽 

直な意見と提言がなされている。 それらをもとに、 以下のようにまとめて 総会にはかり   

今後もこの日本発生生物学会を 存続し、 発展させることが 望ましいとの 総括がなされた。 

原則的には大会を 引き受ける主催者 ( 関係者 ) の自主性にまかせられるが、 規模やや り 

方 には、 従来の方法を 継続した方がよいとの 意見が多かった。 

(a) 具体的には、 口頭発表の会場は 最大限 3 会場 ( できれば現状の 2 会場 ) にし、 ポ 

スタ一の部門を 広く大きくするようにする。 

(b) 運営委員会での 委員の案が紹介された。 それは、 発生生物学会の 現状は 、 若い人 

が多いので、 大会委員長なども 思い切って若い 人にやってもらうことも 考えたら 

よいのではないか。 例えば、 30 代後半から 40 代前半の人に、 大会委員長をお 願い 

してみてはどうか、 などの意見があ った。 ただし、 各々の大学等の 事情もあ るの 

で、 その辺は考慮して 行ったらよいのではないかとの 意見も追加された。 

2. の圃 際せ の陶 

      これには、 歴代の DGD の編集主幹の 並々ならぬ努力のお 陰で、 国際 誌 として 質 

も 向上し、 現在の編集主幹の 嶋田先生によれ @ 、 インパクトファクターも 年ごと 

に 上昇し、 現在 1.35 であ るとのことであ る。 ただし、 遺伝子ばやりの 昨今におい 

て、 それだけを扱うのではなく、 DGD 独自の principle を大切にして 行くことが、 

今後の日本の 発生生物学会の 発展にもつながると 思われる。 

(b) 現在のカラーチャージをもう 少し安くすることも、 今後の検討課題であ る。 

(c) 質疑応答の中で、 どうすればもっと 質の高い国際 誌 になるのか、 具体的な意見を 
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